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フリーストール牛舎での群管理方式

①机上の計算では○○kg/頭 だけ

②乳量 30kg の個体には最適な TMR

③他の牛にいじめられているようだ

など繋ぎ飼い牛舎で個体ごとの管理

そこで、個体ごとに飼料が適正に給

乳成分のうち、特にＭＵＮ（乳中尿

牛群検定成

図１：MUN と乳蛋白率の関係

図２：本場フリーストール牛舎におけ
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